
 
 

北見赤十字病院・北海道立北見病院 広報誌 
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令和 4年 

冬号 
№4 

▲谷口医師と北見保健所職員との打ち合わせの様子 ▲各施設の現状把握と活動方針をチーム全員で共有
している(左 谷口医師、右 澁谷業務調整員) 

北見赤十字病院・北見保健所 

コロナウイルス感染症拡大を防ぐために 

令和 4 年 11 月新型コロナウイルス感染症第 8 波によってオホーツク管内の感染

者数が急増し、医療機関、介護・福祉施設等でクラスターが頻発しました。その対

応に北見保健所の業務が逼迫しておりました。そのため、北見赤十字病院ＤＭＡＴ

隊員は保健所や介護福祉施設の支援を令和4年11月から開始しており現在も継続し

ております。 

 活動内容は、保健所で保健師の相談に乗ったり施設を訪問して施設職員の相談も

受け感染対策のアドバイスを行うなど様々です。 

 新型コロナウイルス感染症を正しく恐れ、状況に合わせた対策を講じ続けていく

「新たな日常」を迎えられるよう北見赤十字病院職員として継続して取り組みます。

今後ともご理解ご協力の程よろしくお願い致します。 



 

   

  

～認知症のタイプと症状について～ 
これってどうなの？ 

認 知 症 
 ひとくちに認知症といってもその原因は 100 種類以上あり、同じタイプの認知症でも、症状や対

応のしかたはその方の個性もあり千差万別です。 

 代表的な認知症には、もの忘れが目立つアルツハイマー型認知症、幻覚や転倒のしやすさなどが

あるレビー小体型認知症、脳血管疾患が引き金で障害の部位によって症状の違う血管性認知症、性

格変化や行動の抑制が効かなくなる前頭側頭型認知症があり、これらは 4 大認知症と呼ばれていま

す。なかでも一番多いのはアルツハイマー型認知症です。今回はアルツハイマー型認知症の症状に

ついてお話しします。 

この認知症は、記憶障害や時間・場所などがわからなくなる見当識障害が代表的な症状になりま

す。記憶障害では、昔のことは覚えていても少し前のことを忘れてしまいます。また、物をなくし

たり約束を忘れたり、何度も同じ物を買ってしまったりします。自分で仕舞った事を忘れ、なくな

ったのは誰かの仕業と思い「もの盗られ妄想」という症状がおこる方もいます。見当識障害がある

と、日時や季節がわからなくなり、夜に起きる、季節に合わない服を着るなどにつながります。ま

た、道に迷って帰って来られなくなることがあります。特に冬の道迷いは命に関わります。 

 ご家族は大変ですが、ご本人自身も自分の状況に戸惑いや不安を感じています。忘れたことや間

違いを責めたり強く修正したりすることは、ご本人をさらに追い込んでしまうため接し方も大切で

す。ご家族は自分たちだけで抱え込まず、当センターや高齢者相談支援センター、ケアマネジャー

など、まずは相談相手や支援者を増やしていきましょう。     

（精神保健対策推進副室長 福島 恵美子） 

0157-24-3115（代表） 認知症疾患医療センター（精神保健対策推進室内） 

 

ご相談は・・・ 



 

  
『 第 4 回 心不全患者に関わる多職種研修会 』を開催しました！ 

 
心不全とは？ 

  「心臓が悪いために息切れやむくみが起こり、だんだん悪くなって生命を縮める病気」です。高血圧や
不整脈、弁膜症など様々な疾患が心不全の原因となります。心不全は良くなったり悪くなったりを繰り返
し、そのたびに心臓や体の機能を低下させます。 
 

心不全は高齢の方に多く、病気の悪化を防ぐために必要な薬や
食事の管理が難しいことがあります。そのため、医師、看護師、
薬剤師、理学療法士、管理栄養士などさまざまな職種が関わり、
それぞれの知識と技術を活かして、患者さんの退院後の生活や自
己管理をサポートしています。 
当院では、2017 年から、心不全の高齢者が住み慣れた場所で安

心して暮らせるよう、北見市等と共催で地域の医療介護職と研修
会を行ってきました。今年は、11月 29 日、12月 1 日の 2日間、
Web で開催し、ケアマネージャーやヘルパー、訪問看護師、保健
師、栄養士など 66 名が参加しました。在宅支援で困っていること
や対応策についての意見交換もでき、大変有意義な時間となりま
した。今後も地域との連携を続けていきたいと思います。 

（理学療法士 森 博子 看護師長 寺山 葉子） 

心不全手帳とは？ 

 今年の 6月に北見赤十字病院と道立北見病院共同の心不全手帳を作成しました。この手帳は、病気や治
療に関すること、運動や栄養などの心不全にまつわる内容と、セルフモニタリングや地域のスタッフとの
連携のための記録・連携ノートから構成されています。また、人生会議で活用できるよう、価値観や大切
にしたいこと、希望などを記載できるページも作りました。 

多職種連携研修会について 

 

～運動により「転ばない」からだをつくりましょう！～ 

筋力トレーニング 

●ひざのばし運動 ●お尻上げ運動 

筋肉の強化により転倒を予防します。 

・片足ずつゆっくり 
足を上げ、ひざをの 
ばします。 

・そのまま 5 秒止め 
おろします。 

・ひざを立てた姿勢からゆっく 
りとお尻を持ち上げ、ゆっく 
りとおろします。 

バランストレーニング 

●片足立ち運動 ●前後のステップ運動 

からだのバランスを保つことにより転倒を予防します。 

・かかとを 10cm 程度あげて 
10 秒保持から始めましょう。 

・テーブルなどに掴まり、よろ 
けても大丈夫な方法で行いま 
しょう。 

・立った状態から左右を大きく前 

へ一歩踏み出し戻します 

・左右 5回ずつ行いましょう 

・慣れた方は手を叩きながらリズ 

ムに合わせて行いましょう。 

運動を行う際の注意 
●ふらつく方は台などに手をついて安全に行う 
●痛みがでたり、痛みが増す時は速やかに中止する。 
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〒090-8666 

北海道北見市北 6条東 2丁目 1番地 

TEL 0157-24-3115 

北見赤十字病院・道立北見病院広報誌「ほくほく」について 

広報誌「ほくほく」の名前は、病院職員から募集し、その中から選考しました。 

北見赤十字病院の「北」と北海道立北見病院「北」をつなげ、安心感のある「ひらがな」 

で表現しています。地域の皆様に安心できる情報をお伝えして行きたいと思います。 

北見赤十字病院 

〒090-0027 

北海道北見市北 7条東 2丁目 2番 1 

TEL 0157-24-6261 

北海道立北見病院 

北海道立北見病院では、毎年クリスマスの時期
に 2 階病棟・3 階病棟の入院患者さんと入院・外
来の透析患者さんにプレゼントをお渡しするイ
ベントを開催しています。今年は、入院患者さん、
透析患者さん、計 54 名の方へプレゼントをお届
けしました。イベントでは、クリスマスソングを
BGM に、サンタクロースやトナカイに扮した医
療スタッフが患者さんひとりひとりにプレゼン
トを手渡ししてまわります。その姿に、患者さん
皆が笑顔になり、クリスマスらしいとても和やか
なひとときとなりました。当院は、より充実した
患者サービスを目指して、今後も引き続き様々な
取り組みを行ってまいります。 

「栄養管理・NST 実施施設」の認定を受けました。 

当院には、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・臨床検

査技師・言語聴覚士・理学療法士・事務職員など、多職種

からなる、NST（栄養サポートチーム）があります。 

栄養状態の善し悪しは、回復に至る日数や、合併症にも

大きく影響します。患者さんが早期に回復できるよう、さ

まざまな職種が関わり、栄養状態の確認や、改善のための

調整を行いますが、なかなか改善が難しい場合には、栄養 

日本病態栄養学会 

管理に関する研修を受けたメンバーがいる NST の出番です。この栄養管理に関する研修は、40 時

間（医師は 10 時間）必要です。今までは、遠方の病院でしか受けられなかった研修ですが、当院

でも研修が可能となるよう、今年春から準備を行い、10 月 1 日付けで「栄養管理・NST 実施施設」

の認定を受け〃研修を開始することができました。 

2023 年春には、新しい NST のメンバーが誕生します。今後もメンバーが増え、より良い栄養管

理ができるよう、活動を行って参ります。 

（栄養課 課長 井田 亜希子） 

 

クリスマスイベント実施しました。 


